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平
成
一
九
年
一
〇
月
に
開
館
し
た
兵
庫
県
立
考
古
博
物

館
で
は
、
そ
の
事
業
計
画
の
一
つ
の
柱
と
し
て
、
調
査
研

究
を
通
じ
て

｢

地
域
文
化
の
成
り
立
ち
を
解
明
し
、
新
た

な
地
域
像
を
創
り
だ
す
た
め
、
総
合
的
・
学
際
的
な
体
制

に
よ
る
調
査
研
究
を
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
発
信
・
活
用

す
る｣

こ
と
を
掲
げ
た
。
そ
う
し
た
目
標
に
沿
っ
た
研
究

課
題
と
し
て
、
兵
庫
県
全
域
を
エ
リ
ア
と
し
、
県
下
市
町

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

｢

兵
庫

県
内
に
お
け
る
古
代
官
道
に
関
す
る
調
査
研
究｣

を
研
究

テ
ー
マ
に
選
定
し
た
。

平
成
一
九
年
度
よ
り
開
始
し
た
調
査
研
究
事
業
に
お
い

て
、
古
代
の
駅
家
の
所
在
地
及
び
官
道
の
ル
ー
ト
を
確
定

す
る
た
め
、
主
な
取
り
組
み
と
し
て
第
Ⅰ
期

(

平
成
一
九

〜
二
一
年
度)

に
加
古
川
市
古
大
内
遺
跡

(

賀
古
駅
家
推

定
地)

、
第
Ⅱ
期

(

平
成
二
二
〜
二
四
年
度)

に
明
石
市

長
坂
寺
遺
跡

(

仮
称
邑
美
駅
家
推
定
地)

、
第
Ⅲ
期

(

平

成
二
五
〜
二
八
年
度)

に
姫
路
市
向
山
遺
跡

(

大
市
駅
家

推
定
地)

の
確
認
調
査
を
実
施
し
、
各
駅
家
遺
跡
の
内
容

を
明
ら
か
に
し
て
き
た

(

１)

。

第
Ⅳ
期
事
業
は
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
六
か
年
の
計
画

で
、
上
郡
町
教
育
委
員
会
の
協
力
を
え
て
、
高
田
駅
家
推

定
地
の
辻
ヶ
内
遺
跡

(

上
郡
町)

の
調
査
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

�
�
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�
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調
査
研
究
事
業
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
平
成
一
九
年
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度
に
県
下
の
駅
家
及
び
官
道
推
定
地
の
分
布
調
査
を
実
施

し
た
。
対
象
地
の
踏
査
と
と
も
に
地
元
の
教
育
委
員
会
に

従
前
の
調
査
成
果
な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た

(

２)

。

野
磨
駅
家
と
布
勢
駅
家
の
間
に
所
在
す
る�

田
駅
家
の

所
在
地
に
つ
い
て
は
、
赤
穂
郡
高
田
郷
の
遺
称
地
で
あ
る

上
郡
町
東
部
の
旧
高
田
村
内
に
位
置
し
、
瓦
の
採
集
さ
れ

て
い
る
神
明
寺
遺
跡

(

上
郡
町
神
明
寺)

が
そ
の
候
補
地

と
さ
れ
て
き
た

(

３)

。

平
成
一
九
年
度
の
分
布
調
査
に
お
い
て
、
上
郡
町
下
宿

に
所
在
す
る
高
田
宿
遺
跡
の
東
側
隣
接
地
に
お
い
て
古
代

の
瓦
や
須
恵
器
が
採
集
さ
れ
た
。
採
集
地
は
丘
陵
の
西
に

近
い
圃
場
整
備
が
行
な
わ
れ
た
水
田
で
あ
る
。
お
お
む
ね

古
代
山
陽
道
の
路
線
を
踏
襲
す
る
県
道
姫
路
上
郡
線
の
北

側
に
面
し
、
東
側
の
峠
に
向
か
う
谷
の
出
口
付
近
に
位
置

す
る
立
地
が
布
勢
駅
家

(

小
犬
丸
遺
跡)

や
野
磨
駅
家

(

落
地
遺
跡)

と
共
通
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、

同
時
に
行
わ
れ
た
神
明
寺
遺
跡
の
調
査
に
お
い
て
は
当
地

に
所
在
す
る
願
榮
寺
の
境
内
に
塔
心
礎
と
み
ら
れ
る
石
材

の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
神
明
寺
遺
跡
が
寺
院
跡
で
あ
る
可

能
性
が
高
ま
っ
た
。
圃
場
整
備
後
の
耕
作
地
で
の
遺
物
採

集
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
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立
地
か
ら
み
て
高
田
駅
家
の
有
力
な
推
定
地
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
受
け
、
上
郡
町
教
育

委
員
会
に
よ
り
改
め
て
周
辺
の
踏
査
が
行
わ
れ
、
小
字
地

名
か
ら

｢

�
ヶ
内
遺
跡｣

と
名
付
け
ら
れ
た
。

�
�
�
�

��
�
�
	

平
成
三
〇
年
度
は
、
現
地
で
の
確
認
調
査
の
実
施
に
先

立
ち
、
辻
ヶ
内
遺
跡
周
辺
の
圃
場
整
備
以
前
の
地
形
に
つ

い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
当
地
は
昭
和
四
〇
年
代
に
圃

場
整
備
が
行
な
わ
れ
た
が
、
工
事
用
の
地
形
図
は
現
存
せ

ず
、
空
中
写
真

(

国
土
地
理
院
昭
和
三
九
年
撮
影)

に
よ

り
検
討
を
行
っ
た
。

上
郡
町
東
部
の
高
田
地
域
は
、
圃
場
整
備
以
前
に
東
へ

８
度
振
る
条
里
地
割
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
空
中
写
真

に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
古
く
か
ら
の
水
田
地
帯

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

(

図
２)

。
そ
し
て
条
里
の
痕

跡
を
子
細
に
検
討
す
る
と
県
道
姫
路
上
郡
線
と
そ
の
北
側

に
か
け
て
古
代
山
陽
道
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
幅
約
一
〇

ｍ
の
道
代
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

４)

。

�
ヶ
内
遺
跡
で
遺
物
が
採
集
さ
れ
た
の
は
、
県
道
姫
路
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上
郡
線
と
佐
用
谷
集
落
へ
進
入
す
る
南
北
路
の
西
北
に
接

す
る
三
筆
の
水
田
で
あ
る

(

図
３)

。
こ
の
水
田
の
圃
場

整
備
前
の
区
画
は
、
か
な
り
細
か
く
分
筆
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
な
か
で
、
県
道
の
北
約
一
七
ｍ
の
位
置
の
東
西
方
向

の
畦
畔
と
南
北
路

(

条
里
ラ
イ
ン
で
あ
る)

か
ら
西
約
八

〇
ｍ
の
南
北
方
向
の
畦
畔
は
、
直
線
的
に
整
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
南
北
路
と
南
北
方
向
の
畦
畔
の
間
隔
の
約

八
〇
ｍ
は
、
布
勢
駅
家
推
定
地
の
小
犬
丸
遺
跡
で
検
出
さ

れ
た
駅
館
院
の
一
辺
の
長
さ
と
等
し
く
、
南
北
幅
も
北
側

に
流
れ
る
佐
用
谷
川
ま
で
の
範
囲
で
八
〇
ｍ
の
規
模
を
ち
ょ

う
ど
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
駅
館
院
の

外
郭
線
が
水
田
区
画
に
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
県
道
北
側
の
東
西
方
向
の
畦
畔
は
、
古
代
山
陽

道
の
道
代
の
北
側
の
ラ
イ
ン
の
延
長
上
に
位
置
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
ま
ま
東
へ
延
長
す
る
と
丘
陵
に
当
た
る
た

め
、
実
際
の
古
代
山
陽
道
の
路
線
は
丘
陵
を
避
け
て
南
側

に
や
や
振
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

�

��
�
�
�
�
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令
和
元
年
度
は
、
推
定
さ
れ
た
駅
館
院
の
外
郭
線
の
西

辺
と
南
辺
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
幅
二
ｍ
×
長
さ
一
〇
ｍ
の
ト

レ
ン
チ
を
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
ず
つ
設
定
し
、
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
代
の
圃
場
整
備
に
よ
る
遺
構
の
削

平
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
遺
構
の
残
存
状
況
は
良
好
で

あ
っ
た
。

�
�

駅
館
院
推
定
西
辺
外
郭
線
に
設
け
た
調
査
区
で
あ
る
。

築
地
と
そ
の
東
西
両
側
で
落
ち
込
み
を
検
出
し
た
。
築
地

は
、
圃
場
整
備
前
の
畦
畔
の
位
置
で
検
出
さ
れ
、
黄
色
シ

ル
ト
系
の
盛
り
上
が
り
部
分
が
築
地
の
基
盤
層
と
考
え
ら

れ
る
。
築
地
東
側
の
落
ち
込
み

(

Ｓ
Ｘ
〇
一)

は
東
西
方

向
に
長
い
土
坑
状
で
、
埋
土
に
は
瓦
・
須
恵
器
・
土
師
器

を
含
み
、
ほ
と
ん
ど
埋
没
し
た
上
面
で
瓦
が
大
量
に
出
土

し
た
。
出
土
瓦
に
は
古
大
内
式
軒
丸
瓦
、
北
宿
式
軒
平
瓦

が
含
ま
れ
て
い
た
。
築
地
西
側
の
落
ち
込
み(

Ｓ
Ｘ
〇
二)

は
南
北
方
向
の
浅
い
溝
状
で
、
埋
土
上
面
に
バ
ラ
ス
層
が

認
め
ら
れ
た
。
排
水
溝
が
埋
め
ら
れ
、
犬
走
り
状
の
整
地

面
に
改
修
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

�
�

駅
館
院
推
定
南
辺
外
郭
線
に
設
け
た
調
査
区
で
あ
る
。

築
地
と
そ
の
北
側
で
瓦
溜
を
検
出
し
た
。
築
地
は
、
圃
場

整
備
前
の
畦
畔
の
位
置
で
検
出
さ
れ
、
最
下
部
が
黄
色
シ

ル
ト
系
の
土
、
そ
の
上
層
が
小
礫
混
じ
り
の
暗
灰
色
土
で

盛
り
上
げ
ら
れ
、
残
存
高
は
四
〇
㎝
で
あ
っ
た
。
北
側
の

瓦
溜

(

Ｓ
Ｘ
〇
三)

は
東
西
方
向
の
浅
い
溝
状
で
、
遺
構

面
直
上
で
比
較
的
良
好
な
個
体
の
瓦

(

鬼
瓦
を
含
む)

や

平
安
中
期
頃
の
須
恵
器
碗
が
出
土
し
た
。
築
地
の
南
側
は

一
ｍ
弱
の
段
差
を
な
し
、
築
地
基
盤
の
盛
土
の
裾
を
長
六

〇
㎝
以
下
の
石
材
で
押
さ
え
る
石
列
が
検
出
さ
れ
た
。

�
�
�
�

調
査
の
結
果
、
昭
和
四
〇
年
代
の
圃
場
整
備
の
影
響
は

ほ
と
ん
ど
受
け
ず
、
遺
構
の
残
存
状
況
は
良
好
で
あ
っ
た
。

築
地
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
想
定
ど
お
り
圃
場

整
備
以
前
の
Ｌ
字
形
に
整
っ
た
水
田
畦
畔
が
、
築
地
の
痕

跡
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
か
め
ら
れ
た
。

出
土
し
た
瓦
の
量
は
多
く
、
軒
瓦
は
駅
家
遺
跡
で
の
出
土

例
が
多
い
播
磨
国
府
系
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
辻
ヶ
内
遺

跡
は
瓦
葺
の
駅
家
施
設
で
あ
る�

田
駅
家
で
あ
る
可
能
性

が
極
め
て
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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今
回
の
調
査
は
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
圃
場
整

備
前
の
地
形
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
に
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
駅
館
院
北
辺
や
内
部
の
調

査
を
進
め
、
上
郡
町
内
に
所
在
す
る
国
指
定
史
跡
山
陽
道

野
磨
駅
家
跡
に
続
く
、
駅
家
遺
跡
の
保
護
・
活
用
の
端
緒

と
し
た
い
。

註(

１)

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館

『
兵
庫
県
古
代
官
道
関
連
遺
跡
調

査
告
書
Ⅰ』

(

兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
三
八
四
冊)

二
〇
一

〇
年
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館

『
兵
庫
県
古
代
官
道
関
連
遺

跡
調
査
告
書
Ⅱ』

(

兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
四
五
五
冊)

二

〇
一
三
年
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館

『
兵
庫
県
古
代
官
道
関

連
遺
跡
調
査
告
書
Ⅲ』

(

兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
四
九
四
冊)

二
〇
一
七
年
。

(

２)

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館

『

兵
庫
県
古
代
官
道
関
連
遺
跡
調

査
告
書
Ⅰ』

(

兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
三
八
四
冊)
二
〇
一

〇
年
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館

『

兵
庫
県
古
代
官
道
関
連
遺

跡
調
査
告
書
Ⅳ』

(

兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
五
〇
〇
冊)

二

〇
一
八
年
。

(

３)

今
里
幾
次

｢

播
磨
国
分
寺
式
瓦
の
研
究｣

(『

播
磨
考
古
学

研
究』

今
里
幾
次
論
文
集
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年)

、
高
橋
美

久
仁

『

古
代
交
通
の
考
古
地
理』

大
明
堂
、
一
九
九
五
年
。

(

４)

高
橋
美
久
仁

『

古
代
交
通
の
考
古
地
理』

、
吉
本
昌
弘

｢

山

陽
道
―
播
磨
国
―｣

(『

日
本
古
代
の
交
通
・
交
流
・
情
報』

三
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年)

。
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